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緒　　 言

九州大学宮崎一郎医学部長 を 班長 とする 肺吸虫研究

班では， 近畿地方 における 宮崎肺吸虫Paragonim 耶

心斗にakii　Kamo ，　Nishida，　Hatsushika　and　Tomimura，1961

　｛P ．m．　と略）の分布状況を調査することが， 大阪

府立大学農学部の冨村に与えられた主要研究課題の1 つ

になっていた．この線に沿って，本虫の第2 中間宿主に

つき被のう幼虫metacercaria 　（mc と略）の検索を行っ

たところ，幸運にも兵庫県飾磨郡夢前町馬谷部落付近産

のサワガユ 孔酊。ion　dehaani　（P．d．と略）から，それ

らしいものを見出すことができ，いろいろ検討を加えた

結果，　P．m．　であることが判明したので， ここにその成

績の大要を記載して，ご参考に供したいと思う．

検査材料と方法

検査したカニはp ．d．　I 種であり，　Figure　1　に示し

たように兵庫県飾磨郡夢前町馬谷部落付近（夢前川水系

の菅生川上流，姫路市の北方約25 　km の地 点）の都含8

力所で採集した．　1963 年7 月27 日， 同部落を貫流す

る菅生川の小支流（第2 地区）に棲息している 沢j．に

初めて 肺吸虫のmc を 証明してから，　1963 年n 月30

日に至る約4 ヵ月間に，前後7 回現地におもむきカニを

捕獲した．調査地区別に持ち帰ったカニは，山口県岩国

市六呂師産の 瓦j ．を検査したとほぼ同様の方法（寄生

虫誌，第13 巻，第3 号，　204－214頁，　1964）で丁寧に解

剖し，双眼実体顕微鏡下にmc 寄生の有無，カニ体内に

おけるmc 分布状況などをしらべた．

次にP ．d．から分離したmc はウェステルマン肺吸虫Paragonh

・z・び・westermani　（Kerbert，　1878）　Braun，　1899

（jRw ．と略）が混入しているかも知れないとい うことを

十分考慮し，鏡下に計測ならびに形態的観察を行って種

の確認にっとめた．さらに一定数のmc を用いて，犬及

び猫への感染実験を行い，第1 報（寄生虫誌，第13 巻，

第3 号，　243－255頁，　1964） とほぼ 同様の方法で，成虫

と卵についての形態的観察を行った．

，　　　
検査成績と論議

1． 被のう幼虫について

jRj ．から分離したmc の計測値（加圧せずに 測定し

た）はFigure　2　に示した通りである．すなわち，内の

うの外径は最大0 ．550×0 ．540　mm，　最小は0 ．440×0 ．430mm

（平均0 ．4873×0 ．4865　mm）で， 内の うの 厚さは0

．017～0．029　mm　（平均0 ．0215　mm）である，また，内

のうの外側には，R7 む．の外のうに 相当すると思われる

厚さ0 ．003～0 ．006　mm　（平均0 ．0043　mm）の 薄弱なフ

クロが認められ，さらにいろいろの厚さ（0．020～0 ．100mm

，平 均0 ．040　mm）の層状構造を呈するフクロがそれ

に密着している（内のうの外側にあるこれら2 種 のフク

ロを便宜上外のうとする）．

これよりさき，筆者ら（1964 ）は本報告とは別に，山口

県岩国市六呂師付近産のp ．d．　＼こついて，　P．
　m　．のmc

本 研究の一部は 文部省科学研究費（肺吸虫） の補助を受けた。ここに付記して感謝の意を表します。
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Figure　1　Map　of　Moudani－Buraku，　Yumesaki－Cho，　Shikama－Gun，　Hyogo

Prefecture，　indicating　localities　where　crabs　infected　with　meta－

cercariae　of　Paragoぷ用心miyazakii　Kamo　d　al ．，　1961　were

collected．

厚いフクロの存在は，宮崎（1961 ）の説の通り，他種肺吸

虫には見られない フニtn の特徴であり，馴れれば，これ

0 ．50

Length （mm ．）

0 ．55

Figure　2　Measurements　of　metacercariae　of

癶xΓμgθ77加1・xj　拆ぴazakii　from

八友x用θ。dehaani 　（measurements

were　estimated　on　living　specimens

without　coverglass）．

の寄生状況を調査し，つづいて，京都府天田郡三和町寺

尾山田部落付近産のRj ．にもP ．　m．のmc が寄生して

いることを確認したが，今回のmc の形態，計測値及び

フクロの性質は，上述の模式産地ならびに京都府産のそ

れらと全く一致している．結局，上述の層状構造を示す

だけでも本種と同定することができると考える．

2． 採集地区別のmc の寄生率について

採集地区別のmc 寄生率はTable　1　の通りで，場所

によりかなりの変動が認められた．すなわち，寄生率が

最も高かったのは第4 地区の85 ‰　最も低かっだのは

第1 地区の16 ％である．結局，mc の寄生率は80 ％台

が1 ヵ所，70％台が2 ヵ所，60％台1 ヵ所，　40　％台2

ヵ所，　30％台1 ヵ所，　10％台1 ヵ所となっている．次

に，陽性のカニ1 匹当りのmc の平均寄生数は，寄生率

が高かった第2 及び第3 地区が5 ．6～6．3コで割合多く，

これに反し，寄生率の低かった第1 及び第5 地区は1 ．3

～1．6コで少ない傾向が見られた．表示のように，8つ

の地区で捕獲された総計700 匹の にj．を検査したとこ

ろ，mc が寄生していたカニの数は381 匹に達し，した

がって，その平均寄生率は54．4％であった．また，こ

れら陽性のカニから検出されたmc の総数は1 ，650コを

数えた． よって，陽性のカニ1 匹当りの平均寄生数は
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Station

1

2

3

4

5

6

7

8

Total

No ．　of　crabse
χamined

100［川2

回［昌100
口に1

。［口3

大 川3100

口匹50

［jに50

に 回

，OOに晉

Table　l　Infection －incidence　of　metacercariae　in　癶，M。ion　dehaani

No ．　of　crabsInfected

16［
エ373

［1 ？

叱j85

回31

［1a45

［A§

2心

3脂
一381
回

‥　　Total　No ．　of％　positive　mc　in

　crabs

16［1273

［y175

［？385

脂3

佰4

貽48

ぼ6

君544

［回

7

6

0

0

6

6

5

7

3

9

3

7

3

3

5

4

2

7

mc ，　Metacercariae

4．3コ（最少11 ，最多33 コ）である．

筆者ら（1964 ）が1961 年5 月 より1962 年2 月までの間

に，山口県岩国市六呂師付近で 採集したP ．d．　1，000匹

を対象として，にm ．　のmc の寄生状況を調査した成績

によると， 陽性のものは429 匹を 数え， その 寄生率は42

．9％であった．これを調査地区別に見ると，B 地区が100

％で最高，F 地区が5 ．3％で 最低であり，陽性のカ

ニ1 匹当りのmc の平均寄生数は6 ．5コ（最少11 ，最

多159 コ）を示している．

また，　1962 年8 月 より1963 年2 月までの 間に，京都

府天田郡E 和町寺尾山田部落付近で採集したP ．d．　600

匹に ついての調査成績によると，陽性のものは314 匹を

数え，　52．3％の寄生率であった．調査地区別のそれは第3

地区が97 ．1　％で最高， 第7 地区は5 ．7％で 最低であ

り，陽性のカニ1 匹当りの平均寄生数は12 ．1コ（最少11

， 最多104 コ） を数えた．

第1 報でも述べたように，筆者らは上述の山口県なら

びに京都府におけるP ．m．　のmc の分布調査から，　mc

の寄生率及び寄生数は，　p ．d．の採集場所によって 著し

く変動するという面白い 事実があることを 体験してい

る．すなわち，川幅が割合広い，いわゆる川の本流より

も小支流，さらには，それらに注ぎ込んでいる森林内の

小渓流の方がmc の寄生率が高く，かっ，カニ1 匹当り

の寄生数も多いことを知った．したがって，今回の調査

では，この貴重な体験を充分に活用し，mc の寄生率が

高いと相像される森林中の小渓流を重点的に調べ，これ

可1u
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No ．　of　mc　per　crab

Ma χimum

冂
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らが注ぎこんでいる川幅の割合広い小川の調査は余り行

っていない． にもかかわらず， 陽性 の カニ1 匹当りのmc

の平均寄生数（4 ．3コ）が，寄生率（54 ．4％）の割には

少ないようであった，これは今回の調査地区が，山口県

や京部府の場合ほどノニ3．　m．の濃厚な浸淫地ではないとい

うことを物語っているのではなかろうかと相像される．3

． カニ体内におけるmc の分布状況

採集地区別に見たRj 。体内におけるmc の分布状況

はTable　2 に示した通りである．これによると，mc の

検出数が最も多かっ た第4 地区では， 陽性のカニ85 匹

から検出しえたmc の総数が480 コ に 達した． このう

ち，　267コ（55 ．6％）は心臓の 回り，54 コ（11 ．3％）は甲

殻の内側をおおっている膜，66 コ（工3．8％）は体壁の内

側をおおっている膜，71 コ（14．8％）は肝臓， そうして22

コ（4．6　％）は生殖器からそれぞれ検出された．

表示の通り，その他の7 地区でもEj ．体内におけるmc

の分布状況は，ほぼ同様の傾向を示した．結局‥R77z

。のmc は心 臓の回り（58 ．2　％）から 最も多く検出せ

られ，次いで肝臓（15 ．1％），甲殻の 内側をおおってい

る膜（12 ．4　％），体壁の内側をおおっている膜（10．4％），

生殖器（3 ．8％），えら（0 ．0006％）の順位であった．

筆者ら（1964 ）が 山口県岩国市六呂師付近産 八d ．　1000

匹，また，京都府天田郡三和町寺尾山田付近産のP ．d．600

匹を対象として，　P．m．　のmc の寄生状況をしらべ

た成績によると，カニ体内におけるmc の主要寄生部位

は心臓の回りであっ た．本事項に関する筆者らの見解は

－ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 一 － － 一 一

－ － 一 一　　　　　　 一 一 一　　　　　　　　 一一 一
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Table　2　Distribution　of　metacercarias　in　body　of　crabs

Total　No ．Station

of　mc 　mcrabs
m －fected

1
2
3
4
5
6
7
8

Total

21

306

473

480

50

117

124

79

Pericardial

region

N0 ．

7（33 ．3）171
（55 ．9）289
（61 ．1）267
（55 ．6）24
（48 ．0）60
（51 ．3）90
（72 ．6）52
（65 ．8）

adherent　to

Carapace　　Body －wall

3（14 ．3）49
（16 ．0）58

（12 ．3）54

（11 ．3）2

　（4 ．0）10

　（8 ．5）23
（18 ．5）6

　（7 ．6）

1，650　　　960（58．2）　205（12．4）

（　），　％　to　total　　mc，　Metacercariae

4（19 ．0）31
（10 ．1）33

　（7 ．0）66
（13 ．8）3

　（6 ．0）18
（15 ．4）7

　（5 ．6）10
（12 ．7）

172（10．4）

of

Liver

4

41
79
71
14
29
4

7

（19．0）
（13．4）
（16．7）
（14．8）
（28．0）
（24 ．8）
（3 ．2）
（8 ．9）

249（15 ①

Muscle

0

0

0

0

0

0

0

0

0

Testes　＆OvariesGills

metacercariae

3（14．3）　013

　（4．2）　114
　（3．0）　022
　（4．6）　07
（14．0）　00

0
0　　　　0
4　（5 ．1）　0

63 （3 8 ）

（0．33）

1（0．0006）

Table　3　Results　of　eχperimental　infection　of　mammals　with　metacercariae　isolated　from　crabs

Animals

No ．　of

Bodyweight

No ．　at　necropsy　Seχ　mc　fed
（g）

Interval　（days）　between

and
beginnig　of

and

Adult　worms　recovered

From
liver

From

pleural

cavities

FromlungsTotal
（No ．）

％

mc

of
fed

Cat　1
Dog　1

2 、7

、

500
150

♀

♀

50
40

58
43

necropsy
of　animals

65
100

mc ，　Metacercariae

すでに本誌（第13 巻，第3 号，　204－214頁，　1964）に詳

述しておいたので，ここに再び繰返さない．　P．m．のmc

の寄生部位についての筆者らの観察が全面的に正しいと

断言するだけの自信は，現在もなお持っていない．が，

今回の成績は山口県及び京都府のそれらと全く一致して

いる．したがって，　p．11・．のmc の主要寄生部位がカニ

の心臓 の 回りであるということだけ は 確実のようであ

る．

4．　mc の動物実験成績について

本実験に用いた実験動物の種類と数，試食mc 数，mc

試食後糞便内排卵開始までの 日数，mc 試 食後剖検

までの日数，剖検時に検出された虫体の数（感染率）及び

虫体の介在部位を一括して示せばTable　3　の通りであ

る．ここで一番重要であると考えられるmc 試 食後糞便

内排卵開始までの 日数は， 猫の場合58 日，また犬の場

合は43 日であった． したがって，mc を試食感染せし

めてのち，その糞便内に虫卵が排泄されるまでに，2 ヵ

月以上もかかる 瓦u・．に比しかなり早い．これは，さき

に筆者ら（1961 ）が ？．匹 の模式産地ならびに京部府産

の 八j ．からえたmc を用いて行った感染実験の成績と

おおむた一致する．

5． 成虫について

From
abdominal
cavity

O
3

0

1

5

3

37

17

42

24

84

60

実験動物から検出された虫体の大きさを，圧平標本に

ついて計測すると，猫（30 隻）の場合， 最大7 ．1×2 ．9mm

，最小3 ．4×1 ．9　mm　（平均5 ．2×2 ．1　mm）， また，

犬（17 隻）では最大 工0．1×3 ．5　mm，最yJヽ 5 ．3×2 ．0mm

（平均8 ．1×2 ．9　mm）で，囗吸盤と腹吸盤の左右径（平

均値）はそれぞれ0 ．468　（猫），　0．588　（犬）　mm ， 及び0

・548（猫八0 ．695　（犬）mm である．次に子宮内におけ

る虫卵の保有状況は猫の場合，30 隻中の12 隻が ー（虫

卵の形成が未だ認められないもの），9 隻が土（子宮内に

初期の虫卵数コが認められるのみであって，虫卵の形成

が始まったばかりであると思われるもの），1 隻 が十（少

数の虫卵が認められるもの），4 隻が仟冲 等数の虫卵が

認められるもの），4 隻が枡（多数の虫卵が認められるも

の）である．一方，犬では17 隻中の4 隻が士，1 隻 が

十，3 隻 が升，そうして残りの9 隻が卅である．

上記47 隻 の圧平標本について，卵巣の形態を観察す

ると，いずれも複雑に分枝して サンゴ状を呈し（Plate

の7 ），大きさは猫の場合（平均）　0．615×0 ．586　mm，　ま

た犬では1 ．253×0 ．925　mm である．次に精巣の大きさ

（平均）は，それぞれ左1 ．032×0 ．482（猫），　1．914×0 ．837

（犬）mm ，右は1 ．065×O 。446　（猫），　1．779×0 ．835（犬）mm

である．

（108 ）

Infection　Infection

丶う ノ －－ ・－－　　　　　　　　　 一一 ・－－－－－patency　OI　animals　　　　　 ゛

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Whitish　membrane



犬及び 猫からえられた 虫体（formalin 水固定標本10

萇 ）の角皮をはぎとり，水で封じて臨時標本を作成し，皮

剏の生え方についての観察を行った． その所見はPlate

の6 の通りで，いずれも単生であった． 次に上記47 隻

の圧平標本についても丁寧な観察を行ったが，　formalin

水 固定のものと同様，皮棘は各部のものが，ほとんど単

生であった．

宮崎（1943，　1947，　1949）によれば，大平肺吸虫 鳬az 一gonimus

　ohirai　Miyazaki，　1939， 小
形大平肺吸虫 沢

ゐktsuc・nensis　Chen，　1940 及び ケリコット 肺吸虫 沢

kellicotti　Ward，　1908　（P．k．と略）の3 種は，卵巣が複

諱な分岐を示しているのに反し，ru ・．の場合は6 本 に

枝分れしているにすぎず，それ以上著明な分枝を示さな

い ．上述のように，筆者らがmc から出発して実験的に

えた成虫の標本（47 隻）では，卵巣がすべて複雑に分枝

してサンゴ状を呈している．したがって，jR　tt・．　が1 隻

も混入していないとい うことは確実である．次にChen

（1940）は 皮棘め 生え方により， 肺吸虫をwestermani －Icellicotti

群 とil　oktsuenensis－oh　irai群 とにわけ，前者で

は群生したものもまじってはいるが，単生したものが普

通であり，逆に，後者では群生しているものが普通であ

っ て，単生したものはむしろ例外であると述べた．　Plate

の6 に示したように，筆者らの成虫標本によると，皮棘

：は虫体各部のものがほとんど単生であった． し た がっ

て，　westermani－kellicotti群に属するが， 上述の 卵巣の

分岐状態と考え合せ，本虫は加茂らが発見した？．n に

全 く一致しているといえる．

6． 虫卵について

無選択的に選んだ虫卵（犬からえた）100 コの大きさを

が分布図にて示すとFigure　3　の通りである．図示のよ

うに，その長径は0 ．058～0．091mm（平均0 ．0752　mm），

また， 幅径は0 ．038～O。054　mm　（平均0 ．0449　mm） で

ある．

卵の最大幅部の度数分布はFigure　4　の通りである．

図示のように， 最大幅部が蓋端側にあるもの（wester－mani

型）　24％， 中央部にあるもの（iloktsuenensis型）70

％，無蓋端側にあるもの（ohirai 型）6 ％で，最大幅

部が中央部にあるものが断然多い．

卵の形状を逆卵形，楕円形またはダチョウ卵形，卵形

及び亜紡錘形に分けて，その度数分布を示すとFigure5

の通 りで，逆卵形24 ％，楕円形 または ダチョウ卵形65

　％，卵形6 ％，亜紡錘形5 ％である．

次に 卵殻の 厚さ であるが，卵殻側部 の厚 さ は逕庭

－

｜

－
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气コi

0 ．Q£5
Q ． Q 7 Q
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・nかh　lln．1
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Figure　3　Measurements　of　eggs　of　 八，zizg・が。1，びmiyazakii

from　dog　N0 ．　1．
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A ．　Broad　on　operculated　half

B ．　Broad　on　middle

C ．　Broad　on　aboperculated　half

Figure　4　Histogram　showing　frequency　distribu－

tion　of　maχimum　width　of　eggs　of

Para 　go房川・・夕心ひ’azakii　from　dog

No ．　1．

0．0008～0 ．0020　mm，　平均0 ．00103　mm，　無蓋端部 の 厚

さは逕庭0 ．0010～0 ．0023　mm，　平均0 ，00128　mm　で，

卵殻側部の厚さの非一様なもの，また，無蓋端部に肥厚

部のあるものはほとんどみられない．

（109 ）
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A ．　Reversed　oval　shaped

B ．　Ostrich　egg　shaped　and　elliptical　shaped

C ．　Oval　shaped

D ．　Subspindle　shaped

Figure　5　Histogram　showing　frequency　distribu－tion　of

form　of　eggs　of　凡zΓαg。。j。IUS

miyazakii　from　dog　No。　1．

さきに，筆者ら（1961）は兵庫県多紀地方産の1 猟犬を

剖検し，肺臓の虫のうより採集した卵につき詳細な観察

を行い，　Rk ．　（千葉大学医学部横川教授から分与された）

及び 八n （鳥取大学医学部加茂教授から分与された）の

それらと比較した。 その結果，r　m ．　，μ 亂 両種間には

卵の大きさならびに卵殻の厚さにおいて著差が認められ

るばかりではなく，に77z．　の虫卵には 八7ひ。　のように無

蓋端部に肥厚部のあるものはほとんどないとい うことを

知った。すなわち，八匹 の卵は割合小てく， しかも卵

殻が薄い傾向かおる。したがって，今回，筆者らがmc

から出発して実験的に 犬よりえた 虫卵は， その 性質が

？．gバ こ全く一致しているといえる。

以上のようなわけで，筆者らが兵庫県飾磨郡夢前町馬

谷部落付近産のRj ．からえた被のう幼虫は，鳬 穴7邵矼

（UO ）

垪心miyazakii　Kamo ，　Nishida，　Hatsushika　and　Tomi－mura

，　1961 のmc と同 定することができる．

総　　 括

兵庫県飾磨郡夢前町馬谷部落付近産 のP ．d．　700匹 を・

対象として， これに 寄生するP ．m．　のmc の形 態．カ

ニ体内におけるmc の分布状況，mc の寄生率及び寄生し

数などを調査し，大体次のような結果をえた．

1）mc は ほぼ球形で2 層（厳密にいえば3 層 ？）の被T

の うをもち，大きさ（内のうのの外径）は最大0 ．550×0

．540　mm，　最小0 ．440×0 ．430　mm　（平均0 ．4873×0 ．4865・mm

）である．外のう及び 内のうの厚さは， それぞれ0

．020～0 ．100　mm　（平均0 ．040　mm）及び0 ．017～0 ．029・mm

（平 均0 ．0215　mm）である．なお，外のうの最内層に

は，厚さ0 ．003～0．006mm （平均0 ．0043　mm）の7 こw・・

の外のうに相当すると考えられるフクロを識別すること：

ができる．

2）　mc の主要寄生部位は心臓の回りである．

3）　mc が 寄生 していた カニ の数は381 匹（寄生蔘54

．4％）であって，検出されたmc の総数は1 ，650コに

達した．よって，陽性のカニ1 匹 当りの平均寄虫数は4 ．ぶ

コ（最少11 ，最多33 コ）である．

4） 只j バこおけるmc の寄生率には， 調査地区によ

って著しい変動が認められた．すなわち，その寄生率は14

地区（85　％）が最高，また1 地区（16 ％）が最低である．5

） 本肺吸虫はmc の大きさ，被のうの性質，成虫の・

卵巣の形態ならびに皮棘の生え方，虫卵の性質などによ

り，鳬 心即必砲夕miyazakii　Kamo ，　Nishida，　Hatsu－shika

and　Tomimura ，　1961と同 定することができる．

よって，兵庫県飾磨郡夢前町馬谷部落付近は，同虫のあ

たらしい分布地であるというる．

終 引こ臨み，一色於菟四郎教授に，つつしんで感謝の

意を捧げる．

本論文の 要旨は，［］本寄生虫学会西日本支部第19 回l

大会（岡山県中央労働会館，　1963－11－3）において発表し

た．

文　　献

本誌第13 巻，第3 号，　243－255頁（1964）参罵
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EXPLANATION　OF　PLATES

1 ．　Metacercaria　of　 μ 。虱印 。。。。5　。。・yazakii 　from　the　vicinity　of　the　heart　of　ta／と，ノ。。。dchaa 。j．Inner

layer　of　the　outer　cyst：　wall　considered　to　be　similar　to　the　outer　cyst　membrane　in　thecase

　of 八
。i
昭・θノ詒yj

。yw6 だrim 。2，’　is　indicated　by　the
　arrow ．

2－3．　Metacercariae 　c　f八 。－ago。im。s　miyazakii 　located　the　vicinity　of　the　heart　of　／々 Xya。jθ。

dehaa が （arrows ）．

4 ．　The　lungs　of　cat　N0．　1　showing　the　cysts　of　the　lung　fluke，八。izg。，詒。。夕。。哭，・ ，ん’7　（arrows ）。5

．　Adult　worm　from　the　lung　of　do 　g　No，！，　100　days　after　the　infection，　n10　unted　specimen

stained　with　Hemato χylin，　ventral　view．

6 ．　Cuticular　spines　of　a　specimen　from　cat　No ．　1．　Ventral　surface ，　region　just　behind　the

acetabulum ．

7 ．　M 　icrophotograph　of　the　ovary　of　an　adult　worm　from　the　lung　cf　dog　N0．　1．

8 ．　Egg　of　 八。l切切limus 。，らldaz が・j　from　dog　N0．　1　・

皿2 ）



STUDIES 　ON　THE　OCCURRENCE　AND　DISTRIBUTION　OF

PARAGONIMUS 　MIYAZA尺77　KAMO　RT　AL．，　1961

1N　KINIKI　AND　ITS　DISTRICTS

II．　OBSERVATIONS 　ON　THE　INCIDENCE　OF　ENCYSTED　LARVAEOF　

？．　MIYAZAK∬IN　POTAMON £）£陌もANI　IN　THE

SHIKAMA　AREA ，　HYOGO　PREFECTURE

Tamotsu　TOMIMURA ，　Koichi　NOMURA ，　Akio　SHINO ，

Yoshitada　KURUHARA　 ＆TADAO　ISHII

（Depa だ・nent　of 凡z沽り／り鉛’，£）加ぷon 　of　Veterinar‘my　SciencらC りZか収 りソ匸／1gパr’xかtire，

ひliver 　sitひ’
　of　Osaka 　Pre　fee力

。～e，　Sakai 　Ci
び ，　Osaka 乃■efecture，　Jcやα耐

During　the　period　July　to　November　1963 ，　700　crabs，　j勿・α。，。，x　dehaa。i，　collected　fromsmall　streams　near　Moudani

，　Yumesaki －Cho，　Shikama ・Gun ，　Hyogo　Prefecture ，　were　eχamined　to・prove

the　presence　of　encysted　larvae　of　j 匐Γα癆。imus 　miyazakii　Kamo ，　Nishida，　Hatsushikaand　Tomimura

，　1961．　Investigations　were　made　on　the　form　and　distrubution　of　the　metacercariae・in

the　body　of　crabs，　and　local　differences　in　the　incidence　of　larval　infection　at　8　localities

（Figure　l ）。

1）　The　encysted　metacercaria　is　globular　in　shape ．　The　larva　is　enclosed　with　twokinds　of　membranes

，　a　rough　outer　cyst　wall　and　a　somewhat　elastic　hard　inner
　cyst　wall．　Thethickness

　of　the　outer　cyst　wall　consisting　of　two　distinct　layers，　varies　from　0．020　to　0．100　mm．with

an 　average　of　0．040　mm．　Its　inner　layer　which　IS　considered　to　be　similar　to　the　outercyst　membrane　in　the　cases　of　

八iragotiimus
　”westermαni　and　？，　砿 かぷmeasures　0 ．003　to　0．006mm

．　thick．　The　diameter　of　the　inner　cyst　wall　of　冫　 。。・yazakii　varies　from　0 ．430　to　0．550・mm

．　with 　an　average　of　0．487　mm．　The　thickness
　of　the　rigid　cyst　wall　consisting　of　two　layers，measures

　0．017　to　0．029　mm．　with　an　average　of　0．0215　mm ．　No　pinkish　pigments　are　foundin　the　perenchyma　of　the　metacercariae　of　j

？。miyazakii　isolated　from　 ？。Xa，J，。dehaani 。

2）　Three　hundred　and　eighty －one　crabs，　54．4％ ，　were　infected　with　the　metacercariae ．From

these　second　intermediate　hosts　a　total　of　1，650　cysts　of　the　larvae　were　recovered 。

3）　The　number　of　parasites　per　host　varies　within　wide　limits，　namely　from　l　to　33　withan　average　of　4

，3．　Their　distributihn　in　the　body　of　the　crabs　is　shown　in　Table　2 ．　The ・metacercariae

are　most　often　localized　in　the　pericardial　region ，　and　attached　to　the　heart　；sometimes

they　are　within　the　hypodermis 　or　attached　to　the　pericardium。

4）　The　precent　infection　rate　and　the　number　of　parasites　per　carb　varied　considerablyaccording　to　the　localities　where　the　crabs　were　collected　

；　as　to　local　differences　of　the　incidence，the

highest　occurred　at　the　Station　“　4　”　（85 　％ ）　and　the　lowest　at　the　Station　“　1　”（16 　％）　asshown　in

Table　1 。

5）　All　of　these　larval　lung　flukes　were　identified　as　 ？。 用心・axαゐ，‘，‘　Kamo ，　Nishida ，Hatsushika

and　Tomimura ，　1961　after　the　form　of　the　metacercariae．　Moreover ，　the　adult　lungflukes　and　their　eggs　recovered　from　the

lungs　of　test　animals 　（dog ，　cat）　fed　on　the　larvaLflukes　in　question

，　were　so　identified，　also．

（n3 ）




